
第2回 国立・国定公園内の地熱開発に係る
優良事例形成の円滑化に関する検討会ヒアリング資料

2015年4月23日

公益財団法人日本自然保護協会
自然保護部 保護室主任 辻村千尋

話題提供２



1.はじめに

NACS-Jの基本スタンス

①原子力発電によるエネルギー供給を
計画的になくすこと。
②省エネルギーを第一に進め、地域の
自然にあったエネルギーシステムへ
転換する。



1.はじめに

①国立・国定公園と地熱発電とのあるべき関係
②持続可能性についての疑問
③不確実性と予防原則について
④地表部の自然保護上の問題について
⑤環境影響評価の手続きについて
⑥自然保護上の解決を要する技術的課題

「地熱発電事業に係る自然環境影響検討会」での指摘事項

環境省の規制緩和通知は、自然保護上問題。



2.国立・国定公園等の自然公園が守る
日本の自然の希少性について
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3.国立・国定公園の保護の現状
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4.最後に

生物多様性の４つの危機
①開発や乱獲による種の減少や絶滅および
生息・生育地の減少
②里地里山などの手入れ不足による自然の
質の低下
③外来種による生態系のかく乱
④温暖化による地球環境の変化による危機

第４の危機に対する行為が、第１の危機になっては、
本末転倒である。

ゆえに、これ以上の規制緩和はあり得ないし、許さ
れるものではない。


